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白
隠
和
省
の
傳
記
中
に
於
て
逸
話
的
に
傳
唱
さ
る
㌧
左
の
和
歌
の
あ
る
事
は
有
名
で
あ
る
。

聴
せ
ぼ
や
信
田
の
森
の
古
寺
の
小
夜
深
け
が
た
の
雪
の
響
を

此
の
和
歌
は
白
隙
和
尚
が
泉
州
信
田
の
蔭
涼
寺
の
琿
堂
で
夜
坐
を
し
て
居
た
時

の
も
の
で
頗
る
感
慨
に
充
ち
た
和
歌
で
あ
る
が
、
是
は
白

隠
和
尚
が
二
十
九
歳
の
冬
の
こ
と
で
あ
る
。
白
隠
和
筒
が
正
受
老
人
の
許
を
離
れ
た
の
は
二
十
五
歳
で
あ
つ
て
、
其
後
敷
年
間
各
地
各
所

を
韓

々
と
し
て
猫
も
求
道
行
脚

の
旅
を
つ
団
け
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
是
も
其
時
の
事
で
あ

つ
た
。
白
隠
年
譜
正
徳
三
年
師
廿
九
歳
の
條

を
見

る
と
、
.左
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

嘗

て
鐵
心
の
名
を
聞
く
、
他
化
し
去
る
と
錐
も
必
ず
遺
風
有
ら
ん
。
以
て
鑑
む
可
し
と
直
に
泉
州
に
向
ひ
錫
を
蔭
涼

に
掛
く
。
輝
規
但

だ
嚴
然
た
る
の
み
に
し
て
頗
る
鐵
心
の
古
風
を
失
す
。

一
日
衆
に
随

つ
て
後
園
を
漉
掃
す
、
把
茅
の
随
室
あ
り
て
大
浬
葉
経
を
机
上
に

安
ず
。
師
佐
み
て
鱈
に
問
ふ
、
是
れ
何
人

の
居
ぞ
。
信
曰
く
壽
鶴
道
人
と
云
ふ
者
あ
り
、
久
し
く
鐵
心
に
侍
す
。
風
度
狂
簡
に
し
て
人

と
交
ら
ず
、
師
之
を
物
色
す
る
に
醜
面
徹
衣
、
形
ち
狂
人
に
似
た
り
。
是
と
語
ら
ん
と
欲
し
て
縄
か
に
近
づ
く
と
き

は
則
ち
之
を
避
く
。

逐

つ
て
路
頭
鑑
く
る
虞
に
至
て
遙
か
に
衣
を
捉

へ
て
曰
く
、
老
兄
且
ば
ら
く
住
ど
ま
れ
。
我
れ
遠
く
鐵
心
の
風
を
慕

ふ
、
故
に
來

て
錫
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を
掛
く
。
願
く
は
我
爲
め
に
他
の
卒
生
の
示
講
を
墾
せ
よ
。
鶴
愕
然
と
し
て
曰
く
、
東
西
を
回
看
す
る
に
眞
風
地

に
堕
つ
。
未
だ

一
箇

も
先
師
の
道
を
問
ふ
者
を
見
ず
、
子
何
ぞ
濁
り
此
の
言
を
爲
す
や
。
便
ち
閑

に
乗
じ
て
時

々
鐵
心
の
作
用
を
語
る
。

一
夜
坐
し
て
曉
に

徹

し
、
雪
を
聴
い
て
女
子
出
定

の
大
事
に
撞
着
す
。
和
歌
を
詠
じ
て
曰
く

と
し
て
嚢
き
の
和
歌
が
記
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
私
は
此
の
條
を
讃

ん
で
、
何
や
ら
奇
異

の
感
を
抱
く
と
共

に
種

々
の
疑
問
を
起
す
の

で
あ
る
。
白
隠
和
尚
は
正
受
老
人
の
許
に
て
大
悟
を
得
た
り
と
な
し
、
又
他
日
再
び
來

つ
て
蘇
纏
を
蓋
さ
ん
と
云
ひ
、
滞
留
す
る
こ
と
僅

か
に
八
ケ
月
計
り
に
し
て
僻
去
し
、
而
か
も
正
受
老
人
は
其
後
十
三
年
間
も
生
存
せ
ら
れ
た
る
に
拘
は
ら
ず
、
再
び
老
人
を
訪
ふ
こ
と
な

く
、
其
反
面
未
だ
心
の
李
穏
を
得
ず
、
修
道
未
だ
足
ら
ず
と
し
て
、
其
解
決
の
爲
め
に
斯
く
轄
々
と
す
る
こ
と
敷
年

の
長
き
に
亙
り
、
各

地
を
巡
歴
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
蔭
涼
寺
の
鐵
心
和
伺
は
白
隙
が
訪
問
せ
し
時
は
、
既
に
三
十
四
年
前
の
延
寳
八
年

に
邉
化
さ
れ
て
お
り

白
隙

は
此
の
事
を
知

つ
て
居
乍
ら
、
其
遺
風
を
探
ぐ
ら
ん
と
し
て
掛
搭
し
た
と
あ
り
、
而
か
も
其
翌
年
正
徳
四
年
の
春
ま
で
約
孚
年
間
も

滞
留
し
た
の
で
あ
る
。
鐵
心
和
街
の
遺
風
に
接
せ
ん
と
考

へ
た
の
は
、
和
筒
が
遷
化
し
て
も
其
後
嗣
に
其
人
あ
り
て
、
其
敏
を
受
け
ん
と

な
ら
ば

一
鷹
説
明
は
つ
く
が
、
鐵
心
和
街
は
曹
洞
宗
の
人
で
あ
り
寺
も
曹
洞
宗
で
あ
つ
て
、
正
受
老
人
の
如
き
臨
濟

の
宗
風
と
は
、
自
ら

異
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
な
ど
は
、
如
何
に
説
明
さ
る
可
き
で
あ
ろ
う
か
。

然

ら
ば
何
故
に
異
宗
の
此
の
寺
に
態
々
行

つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
又
行
く
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
是
等

の
疑
問
を
明
ら
か
に

す
る
爲
め
少
し
調
ら
べ
る
こ
と
に
す
る
。
同
年
譜
正
徳
三
年
の
後
に
左
の
様
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
居
る
。

聞
く
若

(若
州
)
の
鐵
堂
久
し
く
石
院

(諦
は
宗
纏
、
久
し
く
愚
堂

に
侍
し
其
纏
奥
を
究
む
。
後

に
武
州
野
火
止

の
卒
林
寺
に
住
す
。)

に
参
じ
て
別
に
長
庭
有
り
。
往
い
て
鐵
堂
に
圓
照

(尾
崎
の
圓
照
寺
)
に
侍
す
。
夏
終
つ
て
河

(河
内
)
の
法
雲

(大
寳
山
法
雲
寺
)

に
往
き
慧
極
に
謁
し
て
請
盆
す
。
學
人
見
道
略
ぼ
其
の
旨
を
得
た
り
と
錐
も
、
日
用
の
上
に
於
て
眞
個
大
安
穗
、
大
解
脱
の
場
に
到
ら

ず
、
願
く
ば
示
論
を
給

へ
。
極
曰
く
、
汝
急
慶
な
ら
ば
須
ら
く
山
中
に
向

つ
て
草
木
と
共
に
朽
死
せ
ん
こ
と
を
要
す
べ
し
と
。
之
に
由
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て
愼
尾
山
に
登
つ
て
住
奄
を
求
む
。
山
主
許
さ
ず
志
を
獲
ず
し
て
還

へ
る
。
嘗

て
鐡
心
の
名
を
聞
く
他
化
し
去
る
と
錐
も
必
ず
遺
風
の

以
て
鑑
む
る
可
き
有
ら
ん
、
直
に
泉
州
に
向

つ
て
錫
を
蔭
涼

に
掛
く
…
…
。

と
な
つ
て
居
り
、

一
鷹
慧
極
和
尚
の
指
示
に
よ
り
旗
尾
山
に
登
つ
た
が
其
目
的
を
達
せ
ず
し
て
下
山
し
た
と
記
し
、
蔭
涼
寺
行
と
は
何
の

い
つ

關

係
も
な
き
様

に
記
さ
れ
て
居
る
が
、

實
は
慧
極
和
尚
の
渤
漿
に
よ
つ
て
蔭
涼
寺

へ
行

つ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
白
隙
の
自
傳
た
る
壁

ま
で
ぐ
さ

生
草
に
左
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

庭
々
高
名
の
智
識
を
尋
ね
て
、
救
ひ
を
乞
ふ
と
錐
も
各
々
暉
病
と
構
し
て
手
を
下
さ
ず
。
最
後
に
泉
州
慧
極
老
和
伺
に
参
謁
す
。
師
云

く
琿
病
は
馨
治
せ
ん
と
欲
せ
ば
輯
た
重
も
る
。
最
も
寂
静
の
庭
を
尋
ね
て
此
の
山
の
草
木
と
共

に
朽
ち
果
て
よ
。
死
に
到
る
ま
で
諸
方

に
奔
波
す
る
こ
と
莫
れ
。
然
り
と
錐
も
時
々
來
謁
せ
ん
が
爲
め
に
篠
田
の
蔭
涼
洞
家
の
暉
堂
を
指
し
て
暫
ら
く
掛
搭
せ
し
む
云
々
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
白
隙
は
暉
病
な
る
も
の
に
侵
か
さ
れ
て
お
り
、
是
を
治
さ
ん
と
思

つ
て
各
所
に
其
救
ひ
を
求
め
た
の
で
あ
る
が
、
其

目
的
が
達
せ
ら
れ
ず
慧
極
和
尚

に
請
盆
し
た
の
で
あ
る
。
夜
船
閑
話
に
あ
る
白
幽
眞
人
を
訪
ね
て
内
観
法
の
傳
授
を
受
け
て
病
根
を
治
し

大
安
穗
を
得
し
の
み
な
ら
ず
多
く
の
難
透
難
解

の
公
案
も
同
時
に
解
決
が
出
來
た
と
年
譜
に
も
夜
船
閑
話
に
も
、
壁
生
草
に
も
書
か
れ
て

居

る
が
そ
れ
は
是
の
年
よ
り
三
年
前
の
寳
永
七
年
廿
六
歳
の
時
で
あ
る
。
然
る
に
猫
も
斯
く
諸
方
を
行
脚
し
て
居
る

こ
と
は
甚
だ
辻
褄
の

合

は
ぬ
こ
と
㌧
思
は
れ
る
。

そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
、
白
隙
は
何
故
に
慧
極
和
尚
を
訪
ね
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
當
時
は
中
國
よ
り
道
者
、
隙
元
、
木
奄
、
其
他
多
敷

の
輝
信
が
渡
來
し
、
徳
川
幕
府
は
是
を
援
護
し
た
。
隠
元
は
宇
治
に
黄
巣
山
を
開
創
し
、
黄
果
の
輝
風
天
下
を
揺
が
し
た
時
代
で
此
の
慧

極
和
尚
は
、
道
者
、
隠
元
に
参
じ
又
木
奄
に
参
じ
其
法
を
嗣
ぐ
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。
木
蕎
の
嗣
法
者
は
五
十
絵
人
と
構
さ
れ
、
慧
極
和

爾

は
門
下
三
傑
の

一
人
で
あ

つ
た
。
三
傑
と
は
慧
極
道
明
、
鐵
牛
道
機
、
潮
音
道
海
の
三
人
で
あ
る
。
鐵
牛
道
機
は
後
に
江
戸
麟
鮮
院
、

瑞
聖
寺
等
に
住
し
、
牛
島
の
弘
福
寺
を
開
創
し
、
又
下
総
國
椿
沼
を
招
き
新
田
八
萬
石
を
得
た
と
傳

へ
ら
る
。
潮
音
道
海
は
上
州
に
廣
濟



蔭涼寺 と白隙及關係の人々14

寺
を
建
て
、
學
殖
甚
だ
博
ろ
く
彼
の
大
藏
経

の
編
纂
に
關
係
し
大
問
題
を
起
し
た
傑
信
に
て
黒
瀧

の
潮
音
と
し
て
知
ら
る
㌧
人
で
あ
る
。

木
蕎
は
後

に
將
軍
家
綱
に
謁
し
、
黄
巣
山
の
山
林
田
園
の
朱
印
を
舞
領
、
白
金
二
萬
爾
を
も
賜
は
り
黄
巣
山
に
天
人
師
殿
、
佛
殿
等
を
造

螢

し
輪
奥

の
美
を
極
め
た
。
又
皇
室
よ
り
紫
衣
を
賜
ふ
の
榮
に
浴
す
る
有
様
で
洞
濟
の
俊
髭
多
く
是
に
赴
き
實
に
天
下
を
風
靡
す
る
の
慨

が
有

つ
た
。
猫
ほ
此
外
に
十
哲
と
構
さ
る
㌧
門
下
あ
り
、
其

一
人
は
彼

の

一
切
維
開
版
に
よ
り
て
知
ら
る
鐵
眼
道
光

で
あ
る
。
斯
か
る
情

勢

の
時
期
で
あ
る
か
ら
自
隠
も
自
然
慧
極
和
尚
を
訪
ね
て
教
を
乞
ふ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
而
し
て
慧
極
和
尚
は
當
時
八
十
二
歳
、
白
隙

は
廿
九
歳
で
あ
つ
た
か
ら
年
齢
の
差
は
爺
と
孫
位
で
あ
る
が
爲
め
壁
生
草
に
書
か
れ
て
あ
る
通
り
白
隙
が
弟
子
扱

に
さ
れ
た
の
も
無
理
が

、

な
い
。
今
少
し
く
慧
極
和
尚
を
知
る
爲
め
に
其
略
傳
の
記
す
こ
と
に
す
る
。

師
諦
は
道
明
、
慧
極
と
號
す
。
長
州
萩
城
小
田
氏
の
子
、
母
は
岩
佐
氏
、
武
門
の
家
な
り
。
寛
永
元
年
四
月
生
る
。
五
歳
事
に
よ
つ
て

父

を
喪
ひ
叔
父
に
養
は
れ
母
子
倶
に
武
州
に
徒
る
。
九
歳
宇
都
宮
興
輝
に
投
じ
童
子
の
役
を
執
る
。
慶
安
元
年
十
七
戯
祀
髪
慧
班
と
構
す
、

後

に
慧
極
と
改
む
。
十
九
歳
竺
印
長
老
と
件

つ
て
長
崎
に
行
き
道
者
和
尚
に
謁
す
、
其
崇
頑
に
邉
る
や
師
随
て
行
く
。
中
華
の
商
人
不
逞

の
曹
あ
り
流
言
し
て
云
く
、
日
本
の
信
徒
衣
食
乏
し
き
が
爲
め
に
來

つ
て
餐
食
す
と
。
師
聞
て
憤
然
と
し
て
薩
州
に
去
り
巨
多
の
財
吊
を

募
り
諺
人
の
口
を
滅
す
。
道
者
和
尚
是
を
賞
し
て
慧
班
の
爲
に
托
鉢
の
偶
を
作
る
。
曰
く

指
に
乾
坤
無
底
の
鉢
を
托
し
。
縦
横
露
宿
諸
君
を
化
す
。
果
し
て
粒
々
空
界
を
藏
す
る
こ
と
を
明
め
ば
。
施
受
同
起
す
大
覧
尊
。

二
十
二
戯
長
崎
を
護
ち
て
京
都
洛
東
泉
涌
寺
に
於
て
榜
嚴
の
講
を
聴
く
。

二
十
三
歳
ま
た
長
崎
に
蹄
り
道
者
和
尚
に
崇
頑
に
侍
す
。
萬
治

元
年
二
十
七
歳
。
道
者
和
尚
唐
に
蹄
る
に
當
り
囑
し
て
曰
く
、
吾
れ
既
に
子
が
志
氣
群
な
ら
ぎ
る
を
知
る
、
他
は
必
ず
法
門
の
柱
梁
と
な

ら
ん
。
若
し
打
嚢

の
庭
あ
ら
ば
隙
元
和
尚
に
依
て
之
を
断
ぜ
よ
と
。
二
十
八
歳
春
州
の
海
潮
寺
に
て
首
楊
嚴
を
講
ず
。
同
年
關
を
掩
ふ
て

龍
髪

の
古
格

に
倣
ふ
。
櫓
問

ふ
。
法
は
見
聞
覧
知
に
由
ら
ず
、
又
見
畳
知
を
離
れ
ず
と
此
意
如
何
。
師
蒙
然
た
り
。
爾
來
胸
中
躁
悶
行
て

歩

を
移
す
こ
と
を
忘
れ
、
坐
し
て
瞭
雨
を
忘
る
。
二
十
九
歳
経
行
了
て
座
に
豫
ら
ん
と
し
て
誤
て
地
に
什
る
、
忽
然
と
し
て
契
悟
す
。
投
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機

の
偶

に

曰
く

霜
辛
雪
苦
十
蝕
年
。
工
夫
を
用
ひ
壷
し
て
未
だ
験
を
得
ず
。
本
心
の
見
聞
を
離
る
る
こ
と
を
識
て
よ
り
。
萬
般
の
施
設
曾
て
欠
か
ず
。

萬

治
三
年
三
十
二
歳
、
隙
元
和
尚
黄
巣
山
を
新
開
す
。
道
者
和
尚
の
訓
旨
に
從
ひ
徒
を
奉
ひ
て
黄
粟
に
掛
搭
す
。
隠
元
既
に
松
堂
に
退
く

に
よ
り
本
奄
に
参
ず
。
冬
制
三
千
指
師
浴
主
と
な
る
。
三
十
四
歳
黄
桀
戒
壇
を
開
き
戒
頭
と
な
る
。
此
秋
母
を
仙
墓

に
省
し
薙
髪
せ
し
め

再

び
黄
巣
に
蹄
り
綱
維
を
領
す
。
三
十
六
歳
毛
利
宮
内
居
士
の
請

に
よ
り
防
州
大
梅
山
に
赴
く
。
隠
元
法
雲
寺
並
に
法
雲
彌
遍
海
の
五
字

を
書
し
て
師
に
贈
る
。
三
十
八
歳
秋
再
び
黄
巣
に
登
り
潮
音
、
濁
和
、
大
虞
と
共
な
り
。
三
十
九
歳
母
の
計
至
る
有
り
。
四
十
歳
大
梅
山

に
臨
り
、
月
絵
事
に
因
て
退
院
し
て
撮
州
住
吉
岩
杉
軒
に
止
ま
る
。
四
十

一
歳
河
内
丹
南
郡
長
安
寺
主
宗
月
、
師
の
道
轡
を
聞
て
寺
を
捨

て
懇
請
す
。
隠
元
租
翁
の
記
を
憶
ぶ
て
法
雲
寺
と
改
め
大
寳
山
と
號
す
。
是
れ
よ
り
化
埆
旺
ん
に
し
て
備
ふ
可
き
の
輝
堂
鐘
櫻
等
皆
な
美

成
す
。
前
に
天
野
山
に
在
り
し
日
堂
前
に
菩
提
樹
あ
り
、
其

一
枝
を
取
り
來
て
堂
前
に
挿
す
。
時
恰
か
も
夏
季
な
り
、
衆
皆
大
い
に
笑
ふ
。

然
れ
ど
も
枝
葉
繁
茂
し
花
實
後
に
至

つ
て
燦
欄
た
り
人
皆
是
を
嘆
異
す
。
か
く
て
四
十
七
歳
加
賀
金
澤
に
行
き
て
献
珠
寺
を
開
く
。
五
十

歳
是
れ
よ
り
前
き
木
庵
を
訪
ひ
法
雲
に
行
き
又
献
珠
に
還

へ
る
。
五
十

一
歳
献
珠
を
退
さ
越
前
、
近
江
、
美
濃
、
尾
張
を
経
て
伊
勢
に
至

り
朝

熊
山
に
到
る
。
神
主
二
階
堂
氏

一
寺
を
虚
ふ
し
て
師
を
請
ふ
て
安
居
せ
し
む
。
又
熊
野
那
智
に
赴
き
観
竹
院
に
寓
す
。
而
し
て
後
法

雲

に
還
る
。
五
十
三
歳
、
木
庵
寂
し
昆
弟
と
共
に
喪
に
服
す
、
偶
有
り
。
五
十
六
歳
江
戸
瑞
聖
を
董
す
。
六
十
戯
、
河
北
天
龍
寺
開
山
。

六
十

一
歳
、
防
長

二
州
の
大
守
大
江
氏
吉
就
公
に
迎

へ
ら
れ
て
東
光
寺
を
開
く
。
六
十
七
歳
、
摩
耶
山
佛
日
寺
を
興
起
す
。
七
十
四
歳
、

黄
巣

に
行
き
悦
山
和
尚
を
訊
訪
す
。
悦
山
是
を
喜
び
爲
め
に
上
堂
あ
り
。
又
師
を
請
ふ
て
上
堂
せ
し
む
。
八
十

一
戯
、
元
旦
偶
あ
り
。
八

十

五
歳
、
勢
州
松
阪
の
梅
會
寺
開
山
と
な
る
。
九
十
歳
、
八
月
廿
三
日
末
後
の
偶
を
説
い
て
曰
く
、
風
顛
手
段
九
十
年
來
。
虚
空
落
地
大

機
現
前
と
。
泊
然
と
し
て
逝
く
。
世
壽
九
十
。
法
騰
七
十
四
。

以
上

は
慧
極
明
和
尚
行
状
及
同
年
譜
の
略
抄
で
あ
る
。
詳
細
は
上
記
の
二
書
の
外
に
語
録
九
春
、
詩
偶
集

一
毬
が
あ
り
是
を
繕
け
ば
實
に



蔭涼寺と白隠及關係の人々16

興
味
津
々
た
る
も
の
が
あ
る
。
其
語
録
は
法
雲
、
献
珠
、
瑞
聖
三
會
の
語
録
を
主
と
し
其
他
は
雑
録
で
あ
る
。
慧
極

は
瑞
聖
寺
に
住
し
た

こ
と
は
前
記
の
通
り
で
あ
る
が
、
其
瑞
聖
寺
に
つ
い
て

一
言
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
先
づ
瑞
聖
寺
建
立

の
次
第
を
起
さ
ね
ば
な

ら

ぬ
。
瑞
聖
寺
は
青
木
甲
斐
守
の
建
立
で
あ

つ
て
辻
博
士
の
日
本
佛
教
史

(第
八
巻
十
章
第
五
節
)
に
は
次
の
様

に
書
か
れ
て
い
る
。

新
地
の
禁
が
嚴
重
に
な

つ
た
の
で
、
新
地
に
寺
を
寺
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
で
古
跡
を
買
ふ
こ
と
が
行
は
れ

た
。
寺
就
奉
行
記
録

(上
野
圖
書
館
引
縫
本
)
に
左
の
如
き
實
例
が
あ
る
。

芝
白
金
の
瑞
聖
寺
と
云
ふ
寺
が
あ
る
。
黄
奨
の
木
庵
が
住
し
て
居
た
。
此
の
瑞
聖
寺
の
寺
地
の
由
來
が
右
の
寺
肚
奉
行
記
録
に
見

へ
て

ゐ
る
。
そ
れ
に
諜
れ
ば
、
芝
の
金
杉
に
澤
念
寺
と
い
ふ
寺
が
あ
つ
た
。
之
が
焼
け
て
、
そ
の
後
が
立

つ
て
行
け
な

い
の
で
、
寺
肚
奉
行

へ
申
達
し
て
、
そ
の
焼
跡
を
木
庵
が
寛
文
十
年
に
買
ひ
受
け
た
。
然
る
に
境
内
が
狡

い
の
で
、
何
庭
か
も
つ
と
廣

い
所
が
欲
し
い
。
藪

に
青
木
甲
斐
守
重
象

(端
山
居
士
、
撮
津
豊
島

・
川
邊
郡
に
於
て

一
萬
石
を
領
す
。)

は
深
か
く
木
庵
に
鋸
依
し

て
居

つ
た
。
こ
の
人

の
屋
敷
が
下
落
合
に
あ
つ
た
。
そ
の
屋
敷
と
白
金
に
あ
つ
た
岡
部
左
近
と
い
ふ
人
の
屋
敷
が
青
木
の
も
の
と
な

つ
た
。
青
木
は
こ
の
白

金
の
屋
敷
を
金
杉
の
元
の
澤
念
寺
印
ち
今
の
木
庵
の
寺
と
交
換
し
て
、そ
れ
で
木
庵
は
白
金
に
移

つ
た
。
そ
れ
が
今
の
瑞
聖
寺
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
に
し
て
古
跡
を
買

つ
て
新
ら
し
い
寺
が
出
來
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
き
苦
心
の
下
に
瑞
聖
寺
は
出
來
た
の
で
あ
る
が
、
其
後
此
の
寺
に
三
壇
戒
場
を
設
く
る
に
及
び
宇
治
の
黄
桀
山
と
封
立
す
る
の

み
な
ら
ず
途
に
宇
治
黄
巣
山
を
凌
ぎ
第

二
の
黄
桑
山
と
な
り
、
瑞
聖
、
海
頑
の
爾
寺
が
徳
川
幕
府
に
封
し
て
鰯
頭
と
な
り
非
常
の
勢
力
が

出
來
た
の
に
反
し
、
此
の
時

の
宇
治
の
黄
巣
山
は
第
五
代
高
泉
が
住
す
る
直
前
迄
萎
微
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
斯
か
る
有
力
な
る
瑞
聖
寺

に
木
庵
の
嗣
と
し
て
住
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
慧
極
和
尚
の
肚
會
的
地
位
の
如
何
な
る
も
の
か
を
知
り
得
る
と
共
に
、
如
何
に
其
盛
名
が

大

で
あ
り
し
か
は
、
今
日
想
像
以
上
の
も
の
で
あ
つ
た
。
慧
極
和
尚
が
瑞
聖
寺
を
董
し
た
の
は
、
五
十
六
歳
で
あ

つ
た
が
白
隙
が
訪
ふ
た

時

は
、
前
に
も
記
し
た
如
く
八
十
二
歳
の
高
齢
に
て
、
其

の
地
位
は
盆
々
高
く

一
世
を
風
靡
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

一
無
名
の
行
脚
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信
た

る
二
十
九
歳

の
慧
鶴
上
座
た
る
白
隠

の
相
見
が
、
如
何
様

の
も
の
で
有

つ
た
か
は
、
容
易

に
想
像
が
つ
く
と
思

ふ
。

慧
極
和
尚
が
白
隙
暉
病
治
療
の
爲
め
に
山
中
に
行
き
て
、
終
生
の
安
坐
を
せ
よ
と
、
愼
尾
山
を
學
げ
て
居
る
が
、
慧
極
和
尚
は
四
十

二

歳

ご
ろ
旗
尾
山
に
登
つ
て
、
此
地
の
安
坐
に
適
し
て
居
る
こ
と
を
知

つ
て
居
た
の
で
あ
る
。
是
れ
の
讃
と
し
て
其
語
録

に
左
の
偶
が
あ
る
。

愼
尾
山
に
上
る
。

馨
引
し
て
崔
鬼

に
上
れ
ば
。

峰
頭
殿
壼
多
し
。

松
杉
徒
を
用
ゆ
る
無
し
。

・

雲
霧
曾
て
開
か
ず
。
.

檜
古
り
て
髪
眉
白
く
。

・

山
高
く
し
て
岩
石
擢
け
。

優
遊
塵
世
の
外
。

終
日
濁
り
俳
徊
す
。

旗
尾
山
も
今
日
と
は
異
り
、
實
に
仙
境
と
も
云
ふ
可
き
幽
遽
の
地
で
あ
つ
た
。
併
し
乍
ら
白
隙
は
此
庭
を
退
去
し
て
來

た
の
で
、
今
度
は

信
田

の
蔭
涼
寺
を
指
し
て
行
か
し
め
た
の
で
あ
る
。
其
理
由
は
同
寺
と
法
雲
寺
と
は
距
離
的
に
蘇
り
遠
く
な
い
か
ら
、
屡
く
來

つ
て
請
盆

す
る
に
利
便
で
あ
る
こ
と
と
し
た
の
は
、
壁
生
草
に
書
い
て
あ
る
通
り
で
あ
る
が
、
慧
極
和
尚
は
蔭
涼
寺
の
後
見
役
と
云
ふ
可
き
地
位
に

有

つ
た
の
で
、
白
隙
を
親
類
筋
に
預
け
て
や
る
様
な
具
合
に
蔭
涼
寺

へ
紹
介
し
あ
や
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
そ
れ
に

つ
い
て
は
慧
極
和

尚
と
蔭
涼
寺
鐵
心
和
尚
と
の
深
か
き
關
係
が
あ

つ
た
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
に
先
き
立

つ
て
鐵
心
和
尚
の
略
傳
を
記
す
。

鐵
心
道
印
。
始
め
の
名
は
雲
逸
。
姓
は
頑
地
氏
。
伯
州
河
村
郡
の
人
な
り
。
幼
に
し
て
頴
異
。
嘗
て
経
世
の
意
な
し
。
十
六
歳
州
の
長

■
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清
寺
の
受
公
庵
主
に
投
じ
て
薙
髪
す
。
二
十
歳
遊
方
し
て
東
武
の
青
松
に
止
錫
し
東
關
の
叢
肚
に
偏
参
す
。
晋

二
歳

深
か
く
租
風
の
漸
微

檜
儀
の
梢
衰
を
嘆
じ
、
終
に
萬
安
と
武
の
舟
田
山
に
藏
れ
、
自
ら
誓

つ
て
曰
く
若
し
大
道
を
洞
明
せ
ず
佛
種
を
紹
隆

せ
ず
ん
ば
死
す
と
も

休

せ
ず
と
、
趙
州
戴
鞍
の
話
に
於
て
大
い
に
疑
を
生
じ
、
席
に
浩
ぎ
る
も
の
数
年
な
り
。

一
日
三
州
の
大
澤
の
室
に
在

つ
て
永
卒
の
正
法

眼
藏
を
閲
し
開
巻
諮
然
と
し
て
契
悟
す
。
偶
有
り
曰
く
、

幾
年
此
事
掛
心
情
。
今
日
偶
譜
作
腰
生
。

眼
見
耳
聞
非
他
物
。
漢
聲
山
色
嚢
光
明
。

師

己
に
力
を
得
了
る
も
敢
て
自
ら
誇
ら
ず
、
孜
々
と
し
て
鱈
晦
す
る
の
み
。
信
の
大
聖
素
と
師
の
名
を
聞
き
て
頻
り

に
請
ず
。
期
終

つ
て

幡

の
全
久
に
到
る
。
天
外

一
見
し
て
逸
格
な
る
を
知
り
密
に
衣
法
を
附
す
、
師
囑
を
受
け
て
舞
僻
す
。
尋
で
永
卒

に
登
り
租
塔
を
禮
し
例

に
随
て
公
帳
を
受
け
て
開
衣
す
。
丙
子
の
年
大
聖
を
董
し
、
翌
年
天
外
和
尚
本
山
を
謝
す
。
大
外
護
藤
公
師
を
請
じ
席
を
繊
が
し
む
。
後

に
大
檀
濃
の
加
納
を
領
す
。
侃
て
寺
を
此
の
地
に
移
す
。
癸
未
の
年
本
山
に
就
て
結
冬
開
堂
す
。
辮
香
を
天
外
に
供

す
。
四
來
雲
集
百
慶

倶

に
睾
ぐ
。
正
保
乙
酉
院
事
を
解
い
て
桑
山
に
退
き
居

る
こ
と
十
年
。
曾

て
青
松
の
請
有
れ
ど
も
磨
ぜ
ず
。
時
に
宗
門
事
有
り
、
江
府
の

諸
山
師
と
萬
安
と
を
招
く
、
公
之
を
理
さ
む
。
爾
れ
よ
り
二
師
の
聲
贋
朝
野
に
聞
ゆ
。
明
暦
甲
午
の
秋
、
加
能
越
三
州
の
大
守
黄
門
菅
公

道
化
を
敬
し
、
師
を
延
い
て
金
城
の
天
徳

に
住
せ
し
め
尊
崇
甚
だ
厚
し
。
乙
未
の
春
、
大
明
の
隙
元
西
來
し
長
崎
の
興
頑
に
寓
す
。
師
太

守
に
聞
し
往
い
て
相
見
す
。
元
接
し
て
薔
知
の
如
く
、
話
宗
門
中
の
事
に
及
ぶ
や
具
さ
に
悟
由
を
伸
べ
、
且

っ
投
機

の
偶
を
似
め
す
。
末

句

に
至
り
元
徴
し
て
曰
く
、
無
聲
無
色
の
時
作
腰
生
。
師
曰
く
八
角
磨
盤
空
裏

に
走
る
。
元
曰
く
尚
聲
色
裡
に
在
り
。
師
曰
く
、
青
天
落

地

の
時
を
待
て
和
尚
に
向

つ
て
道
は
ん
。
元
曰
く
耳
聾
せ
り
。
師
曰
く
開
了
也
。
元
曰
く
了
々
々
時
了
と
す
べ
き
無

し
。
復
た
偶
し
て
日
.

く
、
來
時
跡
無
く
亦
た
情
無
し
。
法
々
蓋
く
晦
昧
よ
り
生
ず
。
朗
面
然
か
も
全
躰
現
ず
と
錐
も
。
人
を
し
て
更
に
光

明
を
見
せ
し
め
ず
。

次

に
道
者
を
崇
頑
に
訪
ふ
。
者
も
亦
た
偶
を
贈

つ
て
曰
く
、
古
佛
明
々
た
り
銅
鐵
の
心
。
風
吹
い
て
吼
す
る
こ
と
を
解
し
鈴
吟
に
似
た
り
。
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眼
見
耳
聞
無
師
の
者
。
白
棒
胡
揮
能
く
縦
檎
す
。
師
留
ま
る
こ
と
五
旬
、
蹄
を
告
ぐ
る
に
及
で
元
途
る
に
三
偶
を
以
て
す
曰
く
。
老
大
偶

ま
老
大
の
漢

に
逢
ふ
。
鐵
心
已
に
見
は
る
鐵
心
の
人
。
來
々
去
々
差
路
無
し
。

一
杖
挑
回
す
萬
劫
の
春
。
歴
蓋
す
江
山
幾
萬
重
。
杖
黎
卓

索
活
し
て
龍

の
如
し
。
萄
も
能
く
放
下
せ
ば
全
く
無
事
。
振
ふ
可
し
西
來
教
外
の
宗
。
何
庭
の
人
か
來

つ
て
竹
扉
を
叩
く
。
杖
頭
の

一
拶

疾
き

こ
と
龍

の
如
し
。
衣
下
を
料
撒
し
て
渾
で
物
無
し
。
柳
か
薫
風
を
借
り
て
子
が
蹄
る
を
途
る
。
萬
治
丁
酉
の
年
、
事
に
因
て
天
徳
を

退
き
、
東
濃
大
井
の
邊

に
遁
が
る
。
木
曾
三
留
野
騨
の
人
民
信
恭
し
、
等
覧
の
慶
寺
を
中
興
し
開
山
の
租
と
爲
す
。

又
泉
州
信
田
に
往

い
て
茅
を
結
ぶ
。
時
に
隙
元
撮
州
の
普
門
に
開
法
す
。
師
又
往
訪
す
、
元
其

の
再
會
を
喜
び
清

談
盆
く
親
し
。
師
曰

く
路
遠
く
身
老
ひ
毎
ね
に
來
り
謁
せ
ん
と
す
る
も
願
の
如
く
な
ら
ず
と
。
元
曰
く
心
々
の
相
ひ
紹
せ
ば
毫
端
を
阻
て
ず
、
長
崎
の
相
見
と

此
間
と
是
れ
同
か
是
れ
別
か
。
師
曰
く
同
に
非
ず
別
に
非
ず
。
元
曰
く
何
ぞ
道
は
ぎ
る

一
番
相
見
す
れ
ば

一
番
新
た
な
り
と
。
師
曰
く
耳

聾

し
聞
不
見
。
元
曰
く
聾
を
粧

つ
て
唖
と
作
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
師
呵
々
大
笑
す
。
元
偶
を
以
て
謝
し
て
曰
く
、
洞
水
醗
瀾
し
濟
舟
に
溢

る
。
來
由
没
き
庭
來
由
有
り
。
源
源
還
本
同
異
に
非
ず
。
萬
派
千
江
此
に
至
て
休
す
。
師
泉
山
幽
遽
に
し
て
老
を
養
ふ
可
き
を
愛
し
、
用

つ
て
終
焉
の
地
と
な
し
扁
し
て
少
林
山
蔭
涼
寺
と
云
ふ
。
之
に
住
す
る
こ
と
廿
年

隊
、
常
に

一
に
枯
坐
を
以
て
し
恢

い
に
壁
観
の
風
を
起

す
。
海
南
参
暉
の
學
人
域
く
輻
湊
す
。
佛
國
の
高
泉
偶
を
寄
せ
て
日
く
、
鐵
心
老
宿
本
と
無
心
。
洞
下
當
今
第

一
の
人
、
徳
強
倶
に
尊
し

誰

か
仰
が
ざ
る
。
新
豊
の

一
曲
調
猫
新
な
り
。
極
次
韻
し
て
之
を
謝
す
。
又
泉
を
し
て
永
卒
古
佛
の
碑
銘
を
撰
せ
し
め
以
て
世
に
行
ふ
。

己
未

の
春
師
微
慈
を
示
す
。

一
日
を
過
ぎ
徒
に
囑
し
て
曰
く
、
老
曾
行
か
ん
。
諸
人
宜
し
く
勉
刀
し
先
聖
を
範
と
し
愼
で
時
弊
に
随
て
眞

宗
乗

を
昧
す
勿
れ
と
。
皆
遺
偶
を
乞
ふ
。
師
曰
く
曾

て
身
心
脱
落

の
頗
を
作
り
未
だ
嘗
て
人
に
示
さ
ず
。
今
墾
唱
し
て
汝
等
の
責
に
鷹
ぜ

ん
と
乃
ち
曰
く
。

一
夜
全
提
金
剛
杵
。
機
前
撃
砕
す
鐵
心
の
肝
。
大
休
大
漱
自
ら
知
了
す
。
枕
上
又
た
閑
夢
の
安
ら
か
な
る
無
し
。
途
に

臥

す
。
翌
日
侍
者
を
し
て
扶
起
せ
し
め
て
坐
定
し
脱
然
と
し
て
化
す
。
實
に
延
寳
八
年
正
月
廿
八
日
な
り
。
門
人
閣
維
し
て
璽
骨
を
牧
め

少
林

に
塔
す
。
七
十
三
夏
の
法
騰
。
八
十
八
歳
の
世
壽
な
り
。
光
重
藤
公
桑
山
に
就

い
て
師
が
爲
め
に
堂
宇
を
建
て
、
法
器
を
備

へ
若
干
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の
田
地
を
寄
せ
高
徳
を
族
す
な
り
。
大
慈
山
智
勝
院
是
れ
な
り
。

(全
久
院
誌
)、

鐵
心
の
行
状
諸
檜
史
に
載
せ
て
世
に
昭
々
乎
た
り
。
佐
門
備
前
守
來

て
其
城
に
主
た
る
に
鐵
心
城
主
に
鰯
怖
し
鼓

を
樋

つ
て
退
院
す
。

是

れ
由
り
其
の
牌
を
屏
卸
す
…
…
南
堂
常
に
曙
嘆
す
る
所
濁
り
鐵
心
に
在
り
。
鐵
心
輝
師
は
則
ち
宗
の
傑
な
り
。
功
も
亦
た
世
に
喧
し
、

賀

の
天
徳
に
住
し
、
築
を
解
い
て
環
浦
に
如
き
疑
を
元
道
者
に
決
す
。
泉
州
蔭
涼
、
本
州
等
覧
、
濃
州
智
勝
借
に
開

祀
と
稻
す
。
呼
あ

一

鉢
瓢
然
榮
辱
を
關
せ
ぎ
る
は
柄
子
の
素
分
な
り
。
鐵
心

一
た
び
吾
山
に
建
ま
つ
く
も
功
宗
門
に
多
し
。
胡
ん
ぞ
歴
住

の
員
よ
り
省
か
ん
や
。

感
莫
き
能

は
ず
。
是
に
由
り
諸
を
天
正
の
石
嬌
和
尚
に
謀
り
、
前
住
牌
を
萬
年
山
長
久
寺
に
樹

つ
。

(紹
陽
山
大
聖
琿
寺
記
)

上
記
の
二
傳
に
ょ
り
鐵
心
和
尚
の
概
略
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
が
、
萬
安
英
種
と
共
に
當
時
江
戸
の
諸
山
關
三
刹

と
宗
議
を
孚
ひ
途

に

寺
耐
奉
行
に
訴
し
て
時
是
に
謹
と
し
て
出
府
し
、
是
に
坐
し
て
接
罰
せ
ら
れ
た
。
所
謂
世
に
代
語
講
録
事
件
と
稻
せ
ら
る
る
も

の
で
、
是

た
よ
り
更
に
天
下
に
盛
名
を
構
せ
ら
る
る
に
至

つ
た
も
の
で
あ
る
。
又
彼
の
月
披
暉
師
も
鐵
心
に
参
じ
た
と
傳

へ
ら
れ
、
其
他
洞
下
の
宗

匠

に
し
て
鐵
心
に
参
じ
た
る
者
甚
だ
多
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
了
然
玄
超
が
鐵
心
に
加
納
に
於
て
入
室
せ
し
時
趙
州

の
無
字
を
以
て
し
た

と
記
さ
れ
て
居
る
の
で
洞
家
に
於
け
る
鐵
心
の
宗
風
の

一
端
が
知
ら
る
る
。

是
等
の
所
傳
に
よ
り
て
慧
極
と
鐵
心
と
は
何
れ
も
黄
巣
の
道
者
及
隙
元
等
に
参
じ
た
る
共
通
の
事
情
に
あ
る
が
鐵
心
は
慧
極
よ
り
約
四

十
歳
も
の
年
長
で
あ
り
年
齢
地
位
共
に
先
輩
で
あ
つ
た
。
延
寳
八
年
鐵
心
が
八
十
八
歳
で
邉
化
し
た
る
時
に
慧
極
は
四
十
九
歳
で
あ
つ
た
。

斯

か
る
關
係
な
る
が
故
に
慧
極
和
尚
が
白
隙
を
し
て
蔭
涼
寺
に
行
か
し
め
た
事
情
が
到
明
す
る
の
で
あ
る
。
又
慧
極
和
省
が
嘗
て
鐵
心
和

筒

を
訪
ふ
た
時
に
作

つ
た
左
の
偶
が
其
語
録
に
あ
る
。

泉
涼
寺
鐵
心
和
尚
を
訪
ふ
。
引
有
り
。

頃
ろ
大
慈
愚
公
、
過
訪
し
て
話
し
は
和
尚
の
日
用
に
及
ぶ
。
誠
に
得
難
し
と
爲
す
。
如
今
洞
上
の
叢
席
、
其
の
老
成
を
推
す
に
他
に
無

し
。
余
昔
し
長
崎
に
在
り
し
日
、
早
く
其
の
盛
名
を
聞
く
、
恨
ら
く
は
未
だ
面
曙
を
得
ず
と
。
今
日
特
に
丈
室
に
來
て
喜
ん
で
廃
眉
に
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封

す
。
此
を
作
つ
て
贈
り
奉
る
。

特
に
來
て
尋
訪
す
、
鐵
翁
の
…陣
。

八
十
五
齢
、
歯
筒
ほ
堅
し
。

一
節
高
く
持
し
、
物
外
に
超

へ
。

萬
機
普
く
接
し
、
資
縁
を
紹
す
。

長
松
路
を
爽
ん
で
、
深
か
く
石
を
藏
し
。

高
柳
隆
に
垂
れ
て
、
暗

に
煙
を
鎖
す
。

洞
上
而
今
、
師
第

一
。

玄
風
大
い
に
振

つ
て
、
南
天
に
播
す
。

.

是
は
慧
極
和
尚
が
四
十
二
歳
の
時
で
あ
る
か
ら
、
老
爺
と
孫
の
封
面
位
で
あ
つ
た
。
長
松
路
を
爽
ん
で
深
か
く
石
を
藏
す
と
は
當
時

の
蔭

涼
寺

の
幽
遽
を
知
り
罷
眉
に
接
す
と
引
中
に
あ
る
語
は
鐵
心
和
尚
の
風
彩
を
偲
ぶ
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

前
記
の
如
く
鐵
心
和
尚
残
後
に
於
て
も
、
慧
極
和
尚
は
蔭
涼
寺
と
は
特
別
の
關
係
に
あ
り
、
白
隠
も
亦
蔭
涼
寺
に
於

て
何
を
か
學
び
得

る
こ
と
が
あ
ら
ん
か
と
の
期
待
を
以
て
行
き
し
も
の
で
あ
る
。
壁
生
草
に
は
白
隙
は
蔭
涼
寺
に
入
り
し
が
但
だ
琿
規
嚴
烈
な
る
の
み
に
て
、

頗
る
鐵
心
の
古
風
を
失
す
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
鐵
・19
和
尚
寂
後
三
十
四
年
を
経
て
猫
も
暉
規
嚴
烈
で
あ
つ
た
と
せ
ば
、
そ
れ
は
鐵
心
和

尚

の
遺
風
深
遠
の
致
す
所
で
あ
る
と
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ロ
ハだ
古
風
を
失
ふ
と
は
、
鐵
心
和
筒
寂
後
の
蔭
涼
寺
は
、
後
嗣
其
人
を
得
た
り

と
は
云
ひ
難
く
、
第

二
世
實
参
か
或
は
龍
漢
院
の
輪
住
で
あ
つ
た
ら
し
く
、
貞
享
三
年
七
月
晦
日
第
三
世
洞
外
壽
仙
が
未
だ
入
寺
せ
ざ
る

時
で
、
主
董
を
欠

い
て
い
た
時
の
様
で
あ
る
。
猫

こ
の
事
つ
い
て
は
後
記
す
る
。
斯
く
し
て
蔭
涼
寺
に
居
た
白
隠
は
、

一
日
衆
に
随
て
後

園
を
瀧
掃
し
、
壽
鶴
道
人
と
相
識
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。
此
の
こ
と
は
嚢
き
に
年
譜
に
よ
り
記
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
考

へ
て
見
る
と
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壽
鶴
が
久
し
く
鐵
心
和
筒
に
侍
し
た
と
記
せ
る
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
此
時
は
其
寂
後
三
十
四
年
経
て
居
る
の
で
、
そ
れ
を
加
算
す
る
と
壽

鶴

は
此
時
六
十
歳
位
に
な
る
老
人
と
推
定
さ
れ
、
白
隙
が
壽
鶴
道
人
と
記
せ
る
に
至
極
相
鷹
は
し
く
感
ぜ
ら
る
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此

の
年
齢
推
算
が
當

つ
て
居
た
と
す
れ
ば
、
當
時

の
白
隠
よ
り
は
相
當
の
年
長
者
と
な
る
勘
定
で
あ
る
。
弦
の
威
を
壁
生
草
に
は
次
の
様
に

記
し
て
あ
る
。

…
・…
:
篠
田
の
蔭
涼
洞
家
の
輝
堂
を
指
し
て
暫
ら
く
掛
搭
せ
し
む
。
其
の
時
同
軍
五
十
鯨
員
、
隣
籍
に
壽
鶴
上
座
有
り
、
又
有
道
の

一

員

の
上
士
な
り
。
互
に
心
を
合
せ
て
薔
相
識

の
如
し
。
或
る
時
互
に
誓

つ
て
七
日
七
夜
切
心
不
臥
、
脩
竹
を
三
尺

に
切
て
竹
箆
と
爲
し
、

封
坐
の
間
に
横

へ
て
、
若
し
片
時
も
眼
を
合
す
る
も
の
あ
ら
ば
、
竹
箆
を
把

つ
て
眉
間
の
間
を
破
せ
ん
と
、
鐵
脊
梁
を
竪
起
し
、
歯
を

切
り
し
ば
り
て
、
爾
箇
獣
然
と
坐
し
、
七
夜
満
夜
に
到
る
ま
で
少
し
も
目
拍
き
も
せ
ず
、
雨
手
互
に
彼

の
竹
箆
に
鯛
れ
ず
。

と
あ

る
。
此
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
壽
鶴
は
白
隠
和
尚
年
譜
に
記
さ
れ
あ
る
壽
鶴
と
は
大
い
に
異
り
、
現
實
性
に
富
ん

で
い
る
。
且

つ
老
人

と
は
思
は
れ
ず
、
壁
生
草
の
壽
鶴
と
、
白
隠
和
尚
年
譜
に
あ
る
壽
鶴
と
は
殆
ど
別
人
の
観
を
な
す
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
年
譜
は

一
種
の
文

飾

の
施
さ
れ
た
る
壽
鶴
と
も
解
せ
ら
る
る
の
で
あ
る
。
果
し
て
何
れ
が
正
し
い
の
か
。
而
し
て
例
の
和
歌
の
如
き
も
此
の
文
飾
主
義
思
想

の
所
産

で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
節
が
あ
る
。
壁
生
草

に
よ
れ
ば
次

の
通
り
で
あ
る
。

其
頃

一
夜
大
い
に
雪
降
る
。
林
葉
に
洒
そ
ぐ
其
の
響
き
清
閑
な
り
。
感
情

に
堪

へ
ず
、
和
歌
の
眞
似
し
て
喜
び
を
演

ぶ
。

聞
か
せ
ぼ
や
篠
田
の
森
の
古
寺
の
早
夜
更
け
が
た
の
雪
の
響
き
を

と
あ
る
。
此
の
和
歌
は
語
調
か
ら
云
ふ
も
、
中
々
よ
い
和
歌
で
あ
る
が
、
少
し
穿
盤
し
て
見
る
と
泉
州
泉
北
郡
の
東
部
の
地
は
、
相
當
温

暖
の
地
で
あ

つ
て
、
冬
期
と
錐
も
蝕
り
雪
の
降
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
。
又
珍
ら
し
く
此
夜
降
雪
が
あ

つ
た
と
し
て
も
、
林
葉
に
洒
そ
ぐ
音

が
す

る
程
の
雪
が
降

つ
た
も
の
か
ど
う
か
。
雪
の
事
は
兎
も
角
と
し
て
、
蔭
涼
寺
は
後
に
記
す
が
、
鐵
心
和
尚
が
開
創
し
た
新
寺
で
、
古

寺
で
は
な
い
。
雪
と
古
寺
と
を
用
ひ
た
こ
と
は
歌
と
し
て
は
面
白
い
け
れ
ど
も
、
現
實
と
は
相
違
す
る
和
歌
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
是
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等
の
こ
と
は
何
れ
で
も
よ
い
事
と
す
る
も
、
壁
生
草
に
あ
る
次
の
事
は
甚
だ
奇
怪
に
堪

へ
な
い
と
思
は
る
る
の
で
あ
る
。

其

の
頃
蔭
涼
寺
堂
頭
和
尚
内
評
あ
り
。
予
に
囑
し
て
蔭
涼
に
住
せ
し
め
ん
と
欲
す
。
蔭
涼
は
幅
地
に
し
て
所
領
あ
り
。
毎
夏
四
五
十
員

を
掛
搭
せ
し
む
る
に
足
れ
り
。
予
矯
か
に
謂

へ
ら
く
、

一
回
日
州
に
渉
つ
て
古
月
和
尚
に
参
謁
せ
ん
と
。
是
の
故
に
心

一
決
せ
ず
。

前
記

の
如
く
當
時
の
蔭
涼
寺
は
住
持
空
席
に
て
後
に
三
世
洞
外
壽
仙
が
住
持
と
な
つ
た
が
、
福
地
に
し
て
所
領
あ
り
且

つ
由
緒
の
あ
る
此

の
寺

に
、
濟
下
の
行
脚
揖
白
隠
を
、
後
住
た
ら
し
め
ん
と
し
た
と
云
ふ
、
堂
頭
達
の
内
評
も
ど
う
か
と
思
ふ
が
、
本
人

た
る
白
隠
が
第

一

心
決

せ
ず
な
ど

＼
此
際
、
迷
言
を
並
べ
て
居
る
の
は
更
に
ど
う
か
と
思
は
ざ
る
を
得
な
い
。
然
し
乍
ら
八
十
二
旗
に
な
り
し
臼
隠
和
尚
が

自
傳

を
書
く
場
合
、
正
直
に
其
の
心
情
を
書
い
た

一
面
か
ら
云
へ
ば
、
虚
飾
が
な
く
て
人
間
昧
が
溢
れ
て
居
て
此
の
鮎

は
誠
に
有
り
難
い

こ
と
と
云
へ
ぬ
の
で
も
な
い
。
壁
生
草
は
次

の
様

に
績
け
て
書
か
れ
て
い
る
。

久

し
か
ら
す
し
て
請
暇
し
て
濁
り
京
師
に
出
づ
。
其
時
壽
鶴
濁
り
密
か
に
相
迭
る
。
二
里
鯨
を
経
て
別
る
。

壽
鶴

が
別
れ
を
惜
し
み
つ
＼
、
迭

つ
て
來
た
様
子
が
よ
く
現
は
れ
て
い
る
。
蔭
涼
寺
は
高
い
丘
陵
の
地
で
あ

つ
て
、
そ
れ
を
下
る
と
狐
の

傳
説

で
有
名
な
信
太
の
森
が
目
の
下
に
あ
る
。
遙
か
眼
を
放
て
ば
大
阪
潜
を
望
む
の
で
あ
る
。
多
分
此
の
邊
で
襖
を
別

つ
た
も
の
と
想
像

す
る
。

由
來
白
隙
和
尚
の
書
い
た
も
の
に
は
異
人
的
の
人
物
が
出
現
す
る
。
白
幽
然
り
。
年
譜
に
あ
る
壽
鶴
亦
た
然
り
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
實

在
の
人
物
か
、
假
托
の
人
物
か
を
疑
ひ
度
く
な
る
の
で
あ
る
が
、
私
が
昭
和
三
十
六
年
三
月
同
寺
を
訪
問
し
た
際
祠
堂
牒
の
名
薄
を
披
見

し
た
ら
ば
當
寺
有
功
蜜
名
記
の
中
に

一
、
銀
拾
武
爾

妙
迎
輝
定
尼

壽
鶴
母

と
あ
る
の
で
、
壽
鶴
は
實
在
の
人
物
に
相
違
な
く
、
又
其
母
が
銀
拾
武
爾
を
納
め
て
居
る
と
こ
ろ
を
見
れ
で
大
艦
身
許
も
見
當
が

つ
く
の

で
あ
る
。
此
の
祠
堂
牒
は
元
緑
十
四
年
次
辛
巳
正
月
晦
日
、
三
世
洞
外
壽
仙
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
猫
こ
㌧
に
蔭
涼
寺
と
は
如
何
な
る
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寺

で
あ
る
か
を
記
し
て
見
る
。

蔭
涼
寺
は
和
泉
國
泉
北
郡
信
太
村
尾
井
山
之
谷

(現
大
阪
府
和
泉
市
尾
井
町
)
に
あ
る
曹
洞
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
和
歌
山
線
の
信
太
山

騨
下
車
。
約
四
キ
白
位
山
の
手
に
行
く
の
で
あ
る
が
現
在
自
衛
隊

の
演
習
地
に
て
奮
陸
軍
か
ら
の
用
地
の
側
で
あ
り
、
丘
陵
が
開
け
て
居

る
が
當
時
は
杉
松
が
老
生
し
て
幽
遽
の
地
で
あ

つ
た
と
思

へ
る
老
木
が
少
し
残

つ
て
居
る
。
螢
域
も
甚
だ
廣
ろ
く
、
附
属
の
寺
領
も
多
く

し
て
富
裕
を
以
て
知
ら
れ
た
寺
で
あ

つ
た
が
、
戦
後
の
農
地
改
革
に
よ
ヴ
是
等

の
田
畝
は
皆
開
放
さ
れ
て
仕
舞

つ
た
と
の
事
で
あ
る
。

蔭
涼
寺
は
寛
文
元
年
鐵
心
道
印
が
此
の
地
の
森
田
與
惣
兵
衛
等
と
相
謀
り
、
十
方
の
喜
捨
を
得
て
創
建
し
た
も

の
と
云
わ
れ
て
居
る
が

最
も
有
力
な
る
檀
徒
は
河
村
瑞
軒
で
あ

つ
た
。
本
堂
は
豊
臣
氏
の
伏
見
桃
山
城
の
古
材
を
用
ひ
た
と
の
事
で
廊
下

の
天
井

に
は
血
痕
歴

々

と
し
て
残
り
血
染
め
天
井
と
云
は
れ
て
い
る
。
河
村
瑞

(随
)
軒
は
江
戸
初
期
の
有
名
な
る
土
木
事
業
家
で
あ
つ
た
。
初
め
家
貧
な
り
し

も
資
性
慧
敏
に
し
て
初
め
は
商
業
に
よ
つ
て
産
を
な
し
、
其
後
土
木
事
業
に
從
事
し
、
権
門

に
出
入
途
に
幕
府
の
召
に
鷹
じ
、
士
分
に
列

し
豫
百
五
十
俵
を
賜
は
つ
た
。
瑞
軒
は
運
輸
、
航
海
、
治
水
の
術

に
長
じ
幕
命
に
よ
つ
て
大
阪
安
治
川
を
治
さ
め
、
淀
川
、
長
柄
等
を
修

し
氾
濫
の
憂
を
噺

つ
た
。
又
奥
羽
大
阪
間
の
航
路
を
改
善
し
、
覆
没
の
難
を
見
す
し
て
航
路
日
敷
を
短
縮
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
是
等

の
こ
と
に
よ
り
家
産
大
い
に
學
が
り

一
大
富
豪
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。
斯
か
る
富
家
な
り
し
故
寺
院
の
開
創
な
ど

は
容
易
の
も
の
で
あ

つ

た
。
瑞
軒
の
墓
は
鎌
倉
建
長
寺
に
あ
る
が
生
前
鐵
心
和
尚
と
は
辱
知
で
あ

つ
た
と
見

へ
て
、
酒
井
雅
樂
頭
、
.久
世
大
和
守
の
使
者
と
し
て
、

鐵

心
和
筒
を
芝
の
青
松
寺

へ
迎

へ
ん
と
し
て
使
者
に
立

つ
た
こ
と
が
あ
る
。
此
の
瑞
軒
が
蔭
涼
寺
の
開
創
に
は
專
ら
力
を
注
い
だ
の
で
あ

る
が
、
他
に
大
阪
の
富
豪
鴻
の
池
家
も
亦
た
支
持
者
の

一
人
で
あ
つ
た
と
見
ゆ
る
。
當
時
の
祠
堂
牒
有
功
璽
名
記

に
よ
れ
ば

一
、
銀
壼
貫
目

得
雄
玄
了
居
士

(河
村
+
右
衛
門
。
瑞
賢
の
父
)

慶
安

三
庚
寅
六
月
十
六
日

一
、
同
壼
貫
目

梅
巖
妙
林
暉
尼

(河
村
+
右
衛
門
母
)
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明
暦

三
丁
酉
十
月
十
二
日

一
、
同
五
貫
目

當
時
開
基
、
英
直
院
傳
簿
瑞
賢
居
士

元
緑

十
二
己
卯
六
月
十
六
日

一
、
同
武
貫
八
百
五
十

仁
屋
永
寛
居
士

(河
村
瑞
賢
の
子
息
)

延
寳

七
己
未
十
二
月
十
八
日

鴻

之
池
分
は
略
す
が
左
記
の
二
つ
は
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る

一
、
銀
百
参
拾
五
爾

木
曾
福
島
。
小
野
勘
左
衛
門

一
、
銀
拾
武
爾

妙
迎
輝
定
尼

(壽
鶴
の
母
)

壽
鶴

の
母
其
他
は
省
略
す
る
が
、
木
曾
輻
島
の
小
野
氏
は
鐵
心
和
尚
が
木
曾
に
在
住
さ
れ
し
縁
故
で
あ
る
と
考

へ
ら

る
る
。

白
隙
和
爾
が
坐
暉
し
た
と
云
は
る
る
暉
堂
は
現
在
は
空
屋
に
な
り
物
置
同
様
で
あ
る
が
間
口
六
聞
、
奥
行
五
間
以
上
の
建
物
に
て
入
口

に
は
大
き
な
木
彫
り
の
横
額
が
あ
る
。
草
書
に
て
大
漱
堂
と
書
か
れ
鐵
心
和
尚
の
筆
に
な
る
立
派
の
も
の
で
あ
る
。
私
が
此
の
堂
前
に
於

て
合
掌
し
た
が
往
時
の
幻
想
が
眼
中
に
浮
ん
で
古
人
刻
苦
の
あ
と
が
偲
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
寺
後
に
鐵
心
和
尚
の
塔
所
が
あ
り
是
に
も
合

掌
禮
拝
し
た
が
立
派
な
る
塔
所
で
あ

つ
て
塔
側
に
あ
る
数
株
の
老
松
は
往
時
よ
り
の
面
影
と
思
は
れ
た
。
月
披
和
爾
が
鐵
心
和
尚
に
参
ぜ

ら
れ
た
こ
と
は
前
に
記
し
た
の
で
あ
る
が
、
月
披
縄
師
語
録
は
左
の
偶
が
あ
る
。
し

薦
鐵
心
暉
師

渾
身
鋳
作
鐵
心
肝
。
定
力
老
來
人
轄
難
。

頭
上
戴
鞍
游
法
界
。
洞
源
浮
筏
渉
暉
關
。

百
年
塊
夢
眼
前
畳
。

一
世
芳
名
耳
裏
残
。
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我
欲
師
師
師
不
得
。
蜀
霰
話
出
舌
根
寒
。

白
隙
が
蔭
涼
寺

に
入
り
し
事
情
と
慧
極
和
尚
の
關
係
は
前
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
が
何
故
慧
極
和
尚
に
白
隠
が
法

を
求
め
た
か
は
猫
其

他

に
も
原
因
が
あ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
そ
れ
は
壁
生
草
に
あ
る
高
田
英
巖
寺
に
於
け
る
人
天
眼
目
會
の
條
を
見
る
と
、左
の
記
事
が
あ
る
。

時
に
越
後
に
道
人
あ
り
。
恵
極
和
爾
印
可
の
人
な
る
こ
と
を
聞

い
て
、
英
岩

の
眼
目
會

に
事
寄
せ
て
、
翌
く
る
春
同
行

三
人
を
促
し
て
、

越
後
英
岩

の
輪
下
に
到
る
。

'

是

に
よ
つ
て
見
れ
ば
、
英
岩
寺
の
性
徹
和
尚
は
慧
極
和
尚
の
法
嗣
に
て
、
白
隠
が
當
時
其
名
を
聞
い
て
、
其
の
大
會

に
行
き
し
と
こ
ろ
を

見
れ
ば
、
性
徹
和
尚
の
名
聲
も
既
に
世
上
に
聞

へ
た
も
の
と
見
ゆ
る
。
又
越
後

に
道
人
あ
り
と
臼
隠
は
書

い
て
居
る
の
で
あ
る
。
斯
か
る

次
第
な
れ
ば
、
其
師
た
る
慧
極
和
尚
は
更

に
當
然
往
訪
の
目
標
と
な
つ
た
も
の
と
解
せ
ら
る
る
の
で
あ
る
。

以
上
蔭
涼
寺
を
問
題
と
し
て
、
記
し
來
れ
る
種
々
の
事
實
を
綜
合
考
察
す
れ
ば
、
次
の
様
な
結
論
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。

一
、
白
隙
が
此
の
様
に
正
受
庵
以
後
に
於
て
、
各
所

に
求
道
の
行
脚
を
な
し
績
け
た
こ
と
は
、
正
受
老
人
の
庭

に
於
て
大
悟
し
た
と
言

ひ
乍
ら
も
、
夫
れ
に
て
足
れ
り
と
な
し
得
べ
き
で
な
く
、
更

に
修
行
の
要
あ
る
も
の
で
、
修
行
と
云
ふ
も
の
は
中
々
容
易
の
も
の
で

な
い
と
云
ふ
こ
と
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
世
の
中
に
は

「
早
や
悟
り
法
」
と
か

コ

週
間
見
性
法
」
な
ど
を
聞
く
が
、
.我
が
眞
暉
論
の

主
旨
に
沿
は
な
い
も
の
と
思
ふ
。

二
、
白
隙
暉
の
法
系
と
云
は
る
る
現
在
の
参
輝
求
道
者
は
志
を
遠
大
に
し
て
、
白
隠
に
微

つ
て
荷
く
も
法
の
存
す

る
所
、
道
の
存
す
る

所
な
ら
ば
曹
洞
で
あ
れ
黄
巣
で
あ
れ
、
又
は
其
他
の
學
匠
で
あ
れ
、
毛
厭
ひ
す
る
こ
と
な
く
参
叩
し
て
、
博
ろ
く
且

つ
深
く
其
法
根

を
養
ふ
可
き
も
の
で
あ
つ
て
、
安
易

の
腰
掛
骨
休
み
を
す
べ
き
も
の
で
な
い
こ
と
。
古
る
く
は
趙
州
の
芳
燭
も
あ
る
が
更
に
白
隙
和

尚
と
無
着
和
尚
と
の
話
も
あ
る
が
是
は
他
に
別
記
す
る
。
(大
乗
暉
誌
、
昭
三
七
、
三
號
に
掲
載
)

三
、
白
隠
が
正
受
老
人
の
會
下
に
は
、
僅
か
に
八
ケ
月
位
の
短
期
間
の
掛
搭
な
り
し
も
、
其
法
嗣
と
構
す
る
こ
と
が
可
能
な
る
こ
と
。
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故
に
必
ず
し
も
随
從
期
間
の
長
短
は
深
か
く
論
ず
る
に
足
ら
ず
、
要
は
得
法
の
如
何
に
あ
る
こ
と
。

(是
に
つ
い
て
は
別
に
詳
論
が

あ
る
)

四
、
白
隠
は
斯
の
如
く
曹
洞
、
黄
桀
の
二
師
を
通
じ
て
二
宗
の
法
恩
を
享
け
て
い
る
こ
と
は
、
前
記
の
通
り
で
あ
る
が
、
白
隙

の
法
孫

た
る
吾
等
は
是
等
爾
宗
に
封
し
て
も
、
敬
意
と
報
恩
と
を
忘
れ
て
は
相
濟
ま
ぎ
る
こ
と
。

五
、
右
の
法
恩
に
封
し
白
隙
は
報
恩
の
實
を
な
し
た
る
と
思
は
る
る
こ
と
二
つ
あ
り
。
そ
の

一
つ
は
洞
山
五
位
商
量

の
確
立
に
あ
り
、

他
の

一
つ
は
格
宗
深
超

へ
の
傳
法
で
あ
る
。

以
上
は
私
の
管
見
で
あ
る
が
、
格
宗
浮
超
に
つ
い
て
は
少
し
く
補
説
の
必
要
が
あ
る
。
白
隙
年
譜
寛
延
二
年
六
十
五
歳

の
條
に

桑
門
の
格
宗
來
り
参
ず
。
曹
洞
の
五
位
を
請
盆
し
て
訣
を
受
け
て
還

へ
る
。
後
ち
巣
山
に
鵠
林
の
宗
風
を
分
施
す
。

と
あ
る
が
、
格
宗
澤
超
と
は
如
何
な
る
人
で
あ
り
、
其
の
訣
と
は
果
し
て
如
何
な
る
次
第
な
り
し
や
を
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
左
に

格
宗
深
超
の
略
傳
を
記
す
。

隙
元
-
大
眉
性
善
ー
梅
嶺
道
雪
ー
衝
天
元
統
ー
格
宗
澤
超

師
は
伊
勢
多
氣
の
人
。
享
保
十
五
年
十
月
十
五
日
嗣
法
。
同
郡
相
可
村
、
天
照
山
法
泉
寺
に
住
す
。
黄
榮
第
二
十
二
代
住
持
。
天
明
六

年
六
月
三
十

一
日
晋
山
開
堂
。
寛
政
二
年
八
月
二
十

一
日
住
山
中
示
寂
。
世
壽
八
十
。
傳
ふ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
天
明
五
年
九
月
三
日

江
戸
着
。
六
日
寺
砒
奉
に
出
頭
。
黄
巣
山
第
二
十
二
代
住
持
の
命
を
受
け
、
十
五
日
織
席
御
禮
登
城
。
十
九
日
御
暇
登
城
。
以
後
入
院
仕

度
料

(
入
寺
用
銀
)
借
用
交
渉
の
爲
め
滞
府
。
千
爾
借
用
成
る
。
天
明
六
年
五
月
二
十
四
日
江
戸
議
。
六
月
九
日
黄
巣
山
塔
頭
東
林
院
に

入
り
、
六
月

二
+

一
日
晋
山
開
堂
。
天
明
九
年
三
月
八
日
よ
り
+
五
日
三
壇
戒
會
執
行
。

(第
二
十
二
會
)

當
時
は
徳
川
幕
府
の
寺
肚
奉
行
が
宗
政
の
推
當
者
で
あ
り
、
信
侶
の
任
冤
は
幕
府
に
よ
つ
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
黄
乗
宗
は
開

山
當
時
よ
り
徳
川
幕
府
の
庇
護
に
よ
つ
て
維
護
せ
ら
れ
た
關
係
か
ら
し
て
、
幕
府
と
は
特
別
の
間
柄
に
あ

つ
た
と
見
ゆ

る
。
而
し
て
黄
巣
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山
は
隠
元
開
創
以
來
、
中
國
檜
を
以
て
住
持
と
す
る
慣
例
な
り
し
が
、
後
に
至
り
第
十
四
代
龍
統
元
棟
よ
り
本
邦
信

に
改
め
ら
れ
、
格
宗

深
超
も
第
二
十
二
代
の
住
持
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
當
時
の
黄
巣
山
は
甚
だ
衰
微
し
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
格
宗
深
超
の
住
持
に

よ

つ
て
其
頽
勢
を
挽
回
し
た
と
云
は
れ
て
い
る
か
ら
、
格
宗
澤
超
の
人
物
を
知
る
こ
と
が
出
來
る
。

格
宗
澤
超
は
寛
延
二
年
三
十
八
歳
の
時
、
松
蔭
寺

に
來
り
、
白
隙

の
室
に
入
り
参
究
怠
ら
ず
、
途

に
洞
山
五
位
の
訣
を
受
け
、
後
四
方

に
周
遊
し
て
、
後

に
黄
巣
山
に
住
持
し
た
の
で
あ
る
。
格
宗
浄
超
は
此
の
時
七
十
五
歳
で
あ
つ
て
、
白
隠
寂
し
て
よ
り
十
八
年
後
の
こ
と

で
あ
る
。
爾
來
黄
巣
山
に
於
て
白
隙

の
宗
風
を
學
揚
し
、
大

い
に
名
聲
を
揚
げ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
斯
か
る
次
第
に
て
白
隙
は
蔭
涼

寺

に
於
て
受
け
た
る
曹
洞
宗
の
法
恩
も
、
格
宗
浄
超
を
通
じ
て
併
せ
て
報
ず
る
こ
と
、逢
得
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
不
思
議
の
法
縁
と
云
ふ
可

き
と
同
時
に
、
白
隙
和
尚
に
と
り
て
は
此
の
上
も
な
き
本
懐
と
云

つ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

猫
此
の
外
に
黄
巣
山
第
二
十
五
代
の
住
持
と
な

つ
た
華
頂
文
秀
も
白
隙
に
参
じ
た
人
で
あ
る
。
格
宗
澤
超
、
華
頂
文
秀
に
關
す
る
資
料

は
少
な
い
が
、
黄
巣
本
山
に
あ
る

「
知
客
寮
須
知
」
に
よ
れ
ば
知
り
得
る
も
の
が
あ
る
か
と
思
ふ
。

註

(4)(3)(2)(1)

此

の
小
文

は
拙
稿
眞
輝
論

の

一
部
分

で
す
。

慧

極
、
鐵

心
爾
傳

に
つ
い
て
は
注
繹
を
要
す
る
箇
所
多
数
あ
れ
ど
省
略
し
た
。

慧

極
、
鐵
心
等

に
は
和
尚

を
つ
け
、
白
隠
を
其
儘
と
せ

る
は
當
時

の
白
隠

は
慧

鶴

の
修
行
時
代

で
あ

つ
た
か
ら
で
す
。

別
記
と
か
、
他

に
詳

論
と
あ
る
は
拙
稿
眞

輝
論
稿
中

に
あ
る

の
意
味
。

・

、


